
             2017年 5月 31日 

報道関係各位 

                  台 湾 観 光 局 

台湾観光協会大阪事務所 

山陽電気鉄道株式会社 

 

２０１７年６月５日（月）より、 

「Meet Colors! 台湾」号を運行いたします 

～同日、山陽姫路駅で出発式を執り行います～ 

 

台湾観光局（本局：台湾台北市、局長：周永暉）、台湾観光協会大阪事務所（大阪市北区、所長：王紹旬）

および山陽電気鉄道株式会社（本社：神戸市長田区、代表取締役社長：上門一裕、以下山陽電車）は、 

２０１７年６月５日（月）山陽姫路駅より、ラッピング列車「Meet Colors! 台湾」号を運行いたします。 

 山陽電車は、２０１４年に台湾鉄路管理局（台湾の国鉄に相当）と姉妹鉄道協定を締結し、日本と台湾との

観光面における相互交流促進を進めてきました。 

今回、台湾観光局のプロモーション「カラフルな台湾を探しに行こう！ Meet Colors! 台湾」のイメージを

車外・車内ともにデザインし、日本の皆さまへ「台湾の観光を楽しんでいただきたい。魅力あふれる台湾への

旅へと誘いたい」という想いをこめて運行いたします。 

 また、同日に、山陽姫路駅にて出発式を行うほか、山陽姫路駅改札外コンコースにて、台湾観光局のスーパー

ミッションキャラクター「オーベア」による台湾観光キャンペーンを行います。 

 これからも相互交流をより一層はかるために、台湾観光局および山陽電車では、台湾の魅力を発信するイベン

トの開催等のほか、さまざまな取組みを推進していきます。 

 

詳細は別紙のとおりです。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Meet Colors! 台湾」号デザインの一部 ※全体デザインは＜別紙参照＞ 

＜側 面＞ 

＜正 面＞ ＜乗車券交流ステッカー＞    ＜扉デザイン＞ 

    



１.「Meet Colors! 台湾」号の概要について 

 (１)運行期間 ２０１７年６月５日（月）～２０１８年６月４日（月）（予定） 

(２)運行区間 山陽姫路駅～阪神梅田駅間 

(３)デザイン 台湾観光プロモーション「Meet Colors! 台湾」の、「ロハス・ロマン・ショッピング・グルメ」

の４つのテーマを、「魅力あふれる台湾への旅に誘いたい」との想いを込めて、カラフルに  

デザインしました。車外だけでなく、ドアの車内側にも同様のデザインを施しています。また、

車内にメインビジュアルポスターも中吊りいたします。 

 

 

２.「Meet Colors! 台湾」号出発式の概要について 

(１)開催日時 ２０１７年６月５日（月）９時３０分より 

(２)開催場所 山陽姫路駅 

(３)式典概要 テープカット、オーベアと山陽姫路駅長による出発進行等 

  ※出席者（予定） 

        台北駐大阪經濟文化辦事處 處長 陳 訓養 （ちん くんよう）様 

        一般社団法人日本旅行業協会 関西事務局 事務局長 角倉 洋介 （すみくら ようすけ）様 

   台湾観光局 局長 周 永暉 (しゅう えいき)  

山陽電気鉄道株式会社 代表取締役社長 上門 一裕 （うえかど かずひろ）  

 

  ３. 台湾観光プロモーション in山陽姫路駅について 

(１)開催日時 ２０１７年６月５日（月）１０時００分頃より 

(２)開催場所 山陽姫路駅改札外コンコース 

(３)概  要 ・「オーベア」によるミート＆グリートサービスタイム 

・台湾観光パンフレットおよびノベルティの配布 

※「オーベア」の参加は１０時２０分頃までの予定ですが、以降も山陽電車社員による台湾  

観光パンフレットおよびノベルティの配布を実施いたします。＜数量限定＞ 

        ※当日、都合によりイベントの内容が変更または中止になる場合があります。 

    

   ４．「Meet Colors! 台湾」について 

   「Meet Colors! 台湾」とは、色彩豊かな魅力あふれる新しい台湾への観光誘致プロモーションです。 

  台湾で自分の色を見つける＝Meet Colors!というコンセプトで、色とりどりの台湾を「ロハス」、 

「ロマン」、「グルメ」、「ショッピング」の４つのテーマを基に、『カラフルな台湾を探しに行こう！！』と

いう意味です。    

 

本件に関するお問合せは 

      山陽電気鉄道株式会社 鉄道営業部 営業課   TEL ０７８－９４０―５１３２ 

以上 

＜中吊りポスター＞ 



 

別紙① 

6 号車 

別紙① 

１号車 



 

別紙② 

以 上 

[文書の引用文や注目すべき箇所の要約

を入力してください。テキスト ボックス

は文書のどの位置にも配置できます。抜

粋用テキスト ボックスの書式を変更す

るには、[描画ツール] タブを使用しま

す。] 


